
【要人往来】
• 24年7月、アンディ・ベシア州知事が経済ミッションを率
いて訪日。

• 18年8月、ベヴィン州知事が日米知事フォーラム参加
のため訪日。安倍総理を表敬。

• 18年7月、薗浦総理補佐官が全米州知事会にてベ
ヴィン州知事と懇談。

• 17年3月および18年5月、ベヴィン州知事が経済ミッ
ションを率いて訪日。

【文化、広報関係】
• 2014年12月、デービッド・カーペンター在レキシントン
名誉領事任命。

• ケンタッキー日米協会と当館共催にて、毎年夏にケン
タッキー日本祭りを開催。

• 毎年3月にブルーグラスエリア日本語スピーチコンテス
ト開催。

• 2015年・2018年、ケンタッキー大学、2019年､ラファイ
エット高校がカケハシ・プロジェクトにて訪日。

• 2018年9月、「日本ブランド発信事業」にて伊賀忍者が
ケンタッキー各地訪問。

• 州内の11校の大学、9校の高校等で日本語の授業が
開設されている。

• 在留邦人数 (2025年10月時点)： 約4,500人
• 姉妹都市関係 (7)

【補習校】
セントラルケンタッキー日本人補習校 (レキシントン)

エリザベスタウン日本人補習校 (エリザベスタウン)

※シンシナティ日本語補習校 (ハイランド・ハイツ)

(※在デトロイト総領事館管轄)

面積：102,240平方キロ
(日本の本州の約1/2)

     (全米50州中36位)

人口：4,588,372人
(US Census Bureau (2024) (全米26位))

州都： フランクフォート   愛称：ブルーグラス・ステート

ケンタッキー州概要 2025年12月現在
在ナッシュビル総領事館

【州政治】
1. 知事：アンディ・ベシア(Andy Beshear) (民)、2023年

1月就任 (2期目)

2. 議会構成： 二院制 (2025年12月)

  上院議席数38   共和党32 民主党5 空席1

  下院議席数100 共和党80 民主党20 

3. 内政状況：
リンカーン元大統領(共和党)の出身地として知られる

ケンタッキー州は、米国北部と南部を隔てる境界線として
一般に知られる「メイソン・ディクソン線」のすぐ南側に位置
し、南北双方の性格を併せ持つと言われる。

2019年の州知事選挙では、民主党のアンディ・ベシア氏
が、年金改革問題、高等教育予算削減問題などでベヴィ
ン前州知事の政策に対して法案の効力停止など司法面
からの攻勢を強めたこと、また、ベヴィン州知事の言動が
「敵」を作ったことに起因する不人気さ故に、接戦を制した。

2023年11月の州知事選挙では、現職のベシア知事が
ダニエル・キャメロン候補より若干優勢と見られていたも
のの、直前の世論調査でも接戦が予想されていた。最終
的には、現職のベシア知事がミッチ・マコーネルやドナル
ド・トランプの支持を受けたキャメロン候補に僅差で勝利し
た。
ベシア州知事は民主党であるが、連邦議員、州議会両
院共に共和党が多数を占めている。ベシア州知事は民主
党の州知事の中で最も人気のある州知事との世論調査
(2024年)の結果もある。

2024年大統領選挙において、ベシア州知事は、一時期、
ハリス候補のランニングメイト候補として名前が挙がった。

【連邦政治】
1. 大統領選挙人数： 8名
2. 2024年大統領選挙における勝利政党： 共和党 (得

票率64.5%)

3. 連邦上院議員：
ミッチ・マコーネル(Mitch McConnell) (共)

ランド・ポール(Rand Paul) (共)

4. 連邦下院議員 (議席数6名)： 共和党5名、民主党1

名 

政 治 日本との関係経 済

【州経済】 (2024年)

1. 主要産業： 製造、金融、保険・不動産、行政、教育、
専門サービス、卸 等

2. 名目GDP： 2,930億ドル (全米29位)

3. 1人当たり個人所得： 57,526ドル (全米48位)

4. 失業率： 4.9% (2025年6月) (全米平均4.1%、44位)

5. 輸出額： 479.2億ドル
6. 輸出品目： 輸送機器、化学製品、コンピューター・電

子機器、機械、金属加工品 等
7. 輸出相手国： カナダ、英国、メキシコ、フランス、中

国、メキシコ、ブラジル、オランダ、マレーシア
8. 経済状況：
過去には、農業・畜産業が州経済の基盤であり、葉タバ
コ、バーボン・ウイスキー、競馬そして石炭採掘で知られて
いた州であった。1913年にフォードが操業を開始、1986

年にトヨタが進出するなど、現在は自動車関連の製造業
が大変盛んな地域となっている。近年、航空宇宙産業も進
展し、州最大の輸出産業となっている 。
州内にはDHL、UPS、Amazon などが航空貨物や物流
ハブを持ち、州産業の成長を支えている。

【対日経済】 (2024年)

1. 対日輸出額： 11.0億ドル
2. 主要輸出品目： 輸送機器、コンピューター・電子機

器、化学製品、飲料・たばこ製品、機械、畜産物、金
属加工品等

3. 日系企業の進出数： 195社
4. 日系企業による雇用数： 約4.6万人
5. 主な日系企業： トヨタ、サントリー、アステモ(旧・日立

アステモ)、豊田鉄鋼、曙ブレーキ、神戸製鋼、日本
発条等

6. 州駐日事務所あり(東京都港区)

北海道新ひだか市 レキシントン市 (1988年)

山梨県北杜市
マディソン郡、ベレア市、
リッチモンド市 (1988年)

愛知県田原市 ジョージタウン市 (1990年)

福島県桑折町 エリザベスタウン市 (1992年)

石川県七尾市 モーガンタウン市 (1992年)

愛知県日進市
オーエンズボロ市、
デーヴィス郡、オハイオ郡 (2007年)

大阪府島本町 フランクフォート市 (2017年)
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